
解析ソフトの説明書 

 

本書は FMダウンリンクの解析ソフトの説明書です． 現在公開している解析ソフトでは以下のデータ

について解析が可能となっています． 

・西無線機 (AFSK 1200bps，GMSK 9600bpsともに対応)でダウンリンクした HKデータ． 

・FSK送信機 (GMSK 9600bps) でダウンリンクした HKデータ． 

 

〇入力ファイルの読み込み 

 入力するファイルは，CRC計算が既に行われているファイルで，パケットが 1行ごとに出力されてい

るファイルです．具体的には，入力ファイルは以下の形式のファイルである必要があります． 

 

 

Fig. 1 入力ファイルの形式 

 

解析ソフトは行の先頭にある 0xA0または 0xA1をトリガに解析を行うので，この形式に則って頂けます

ようお願いします．CRC計算が行われていないデータである場合やファイル内に余計なデータがある場

合は，解析が正しく行われない可能性があります． 

 

〇出力ファイルのディレクトリ指定 

 出力ファイルのディレクトリを指定可能になっています．解析結果を保存したいディレクトリパスを

コピーし，プログラム上で入力することで，出力ファイルのディレクトリが指定されます．出力ファイル

は csv ファイルとなっています． 

 

〇実行画面 



 解析ソフトを実行すると以下の画面が表示されます． 

 

この画面で，ダウンリンクデータがどの通信方式によるものかを選択します．ここでは，0 の AFSK ま

たは GMSKによるダウンリンクデータを選択します．0を入力すると以下の画面が表示されます． 

 

この画面で出力ファイルのディレクトリをします．ディレクトリを指定すると，以下の画面が出力され

ます． 



 

この画面では，入力ファイルを検索するために，入力ファイルが保存されているディレクトリを指定し

ます．ディレクトリを指定すると，以下の画面が表示されます． 

 

ここでは，検索対象ファイルの拡張子を指定します．次の画面は，hexファイルを指定しています．ファ

イル拡張子を指定すると以下の画面が出力されます． 



 

この画面は，Data Block Number の入力を求める画面です．Data Block Number は解析に必要なパラ

メータです．1つのパケットに対して解析可能なデータがいくつ入っているかを示しています． 

Data Block Number と INFO部データ総サイズとの関係は以下の通りとなっております． 

 

Data Block Number 1 : 総サイズ 83バイト 

Data Block Number 2 : 総サイズ 161バイト 

Data Block Number 2 : 総サイズ 239バイト 

 

取得したパケットの INFO部データサイズをご確認いただき，入力をお願い致します．また，Data Block 

Numberは Twitter，運用情報ページ等でもアナウンス致しますので，INFO部データサイズとあわせて

ご確認いただければ幸いです． 

 

Twitter リンク : https://twitter.com/GsNihonuniv 

運用情報ページ : http://nexusoperation.seesaa.net/ 

 

https://twitter.com/GsNihonuniv
http://nexusoperation.seesaa.net/


 

Data Block Number を入力すると，解析が開始され，解析が終了すると以下の画面が出力されます．(上

図では 1と入力) 

 

この画面が出力されれば，解析が正常に行われ，指定したディレクトリに出力ファイルが生成されます． 

〇exeおよびコードの場所 

 zipファイルを解凍して出力されるファイル直下にある Release内に exeがあります．ソースコードは

HK_Data_Analyzer 内にあります． 


